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さ
れ
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た
。
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す
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県支出金
23.0億円（7.3%）

人件費
34.8億円（11.8%）
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（35.5%）

物件費
42.5億円
（14.4%）

繰出金
27.4億円（9.3%）

普通建設
事業費
38.9億円
（13.1%）

その他
27.1億円（9.2%）

公債費
19.7億円（6.7%）

令
和
3
年
度
も
実
質
収
支
は

黒
字
と
な
り
ま
し
た

ま
ず
は
基
本
か
ら
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地方交付税
61.2億円
（19.4%）

国庫支出金
82.8億円
（26.2%）

その他
55.8億円
（17.5%）

市債
25.6億円（8.1%）

県支出金
23.0億円（7.3%）

人件費
34.8億円（11.8%）

扶助費
105.0億円
（35.5%）

物件費
42.5億円
（14.4%）

繰出金
27.4億円（9.3%）

普通建設
事業費
38.9億円
（13.1%）

その他
27.1億円（9.2%）

公債費
19.7億円（6.7%）
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令和3年度令和3年度

235.1
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5　市報のおがた


